
まずは自分で問題を解いてみましょう。その後、裏の解説を読みましょう（問題の内容
を学習する学年も示しています）。
わからない時は、 の解決する際のポイントを参考にして再挑戦してみましょう！

（６）、（９）は、
３年生の学習内容です。

【数学①】

（８）は、
２年生の学習内容です。



次のように解きます。

簡単なグラフをかいて、ｙの最小値、最大値を判断することが大切です。（６）

（解法）

（９） 求めたい数をｘとして、問題の条件にあう方程式をつくることが大切です。

ポイント

ポイント

求めた値の大小関係や、＜や≦

の記号に気をつけて、答えをか

きましょう。

（８） 場合の数を、表を使って順序よく的確に求めることが大切です。

ポイント

９

３６
・・・（答）

１から６までの目が出る２つのさいころA、B

を同時に投げるときの目の出かたは、右の表の

ように、36通りである。

さいころAの出る目の数を十の位の数、さいこ

ろBの出る目の数を一の位の数としてできる２

けたの自然数が、４の倍数となるのは、右の表

のように、

12、16、24、32、36、44、52、56、64

の９通りである。

よって、求める確率は、 ＝

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】①

２－１ O

ｙ＝２ｘ のグラフは、比例定数が正の数なの

で、右の図のように、上に開いている。

また、原点を通るグラフだから、

ｙの最小値は０である。

最大値は、ｘ＝２のときのｙの値と判断できる。

２

ここを

求めればよい！

０≦ｙ≦８・・・（答）

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ○ ○

２ ○

３ ○ ○

４ ○

５ ○ ○

６ ○

（解法）

１

４

A
B

（解法）

白の碁石だけがたくさん入っている袋に、黒の碁石を50個入れてよくかき混ぜ、この

袋から30個の碁石を無作為に抽出したとき、黒の碁石が６個だったので、

白の碁石は24個だったことになる。

よって、この袋に入っている白の碁石の個数をｘ個とすると、

24：６ ＝ x ：50

これを解いて、ｘ＝200 よって、白の碁石の個数は、200（個）・・・（答）

比例式を使って確実に解ける

ようにしましょう。６x = 1200



まずは自分で問題を解いてみましょう。その後、裏の解説を読みましょう（問題の内容
を学習する学年も示しています）。
わからない時は、 の解決する際のポイントを参考にして再挑戦してみましょう！

【数学②】

（２）は、
１、２年生の学習内容です。

やや難



度数分布表や箱ひげ図における代表値に関する用語の意味を理解しておくことが大

切です。

次のように解きます。

（２）

ポイント

（解法）

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】②

アは、箱ひげ図の１～３年生の最小値から判断できる。よって、正しい。

ア

イは、1年生の箱ひげ図の最大値と最小値の差（＝範囲）から判断できる。よって、

正しくない。

イ

ウ

1年生の第３四分位数

ウは、箱ひげ図において、1年生の第３四分位数とその右側のひげの部分、２年生

の9.5時間以上のひげの部分から判断できる。1年生は、9.5時間が第3四分位数で

あるため、1年生全体（79人）の25％以上の人が、9.5時間以上である。２年生の

9.5時間以上の人は、2年生全体（66人）の25％未満の人である。

よって、正しくない。

３年生の第１四分位数

エは、３年生全体は83人だから、中央値は、短い方から42番目の生徒、第１四分

位数は、短い方から21番目の生徒である。よって、正しい。

中央値（第２四分位数）や、第１四分位

数、第３四分位数などの意味をおさえて

おくことが大切です。

エ



【数学③】

（４）は、３年生
の学習内容です。



次のように解きます。

はじめの数を文字を用いて表し、問題の条件にあう方程式をつくることが大切です。（４）

（解法）（例）

ポイント

はじめの数をaとすると、

A、C、Bの順に並んだ場合は、（a－２）×２

B、C、Aの順に並んだ場合は、（２a ）－２

よって、

（a－２）×２ ＝（２a）－２

これを解くと、

a ＋４a－５ ＝０

（a＋５）（a－１）

２

複雑な方程式も、順序よく
整理しながら解きましょう。

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】③

２

２ ２

２

＝０

a ＝－５、１

はじめの数は、－５、１ …（答）

これは、問題に合っている。



【数学④】

（３）、（４）
とも、２年生の
学習内容です。



問題の条件に合うグラフをかきながら、傾きと関連付けて考えることが大切です。

次のように解きます。

（３）

ポイント

（解法）（例）

…（答）

求めた値を日常の事象
（速さ）にあわせて答
えることが大事です。

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】④

4

①
②

問題文の条件より、

電車Qが、午前８時４分にA駅を出発し、

仮に、電車PがB駅に到着したのと同時に

電車QがB駅に到着したとすると、グラ

フは、右の①のように、（４，０）と

（12 , 4800）を通るグラフとなる。

また、仮に電車PがC駅に到着したのと同

時に電車QがC駅に到着したとすると、

グラフは、右の②のように、（４，０）

と（20,7200）を通るグラフとなる。

だから、電車Qの速さの値は、①のグラ

フの傾きの値より小さく、②のグラフの

傾きの値より大きい。

①のグラフの傾きは、 = 600

②のグラフの傾きは、 ＝ 450

よって、

㋐にあてはまる数は、450

㋑にあてはまる数は、600

4800

８

7200

16



電車Rが進むようすを表すグラフをかきたしたり、式に表したりしながら考えます。

次のように解きます。

（４）

ポイント

（解法）（例）

問題文の条件より、
電車Rは、午前８時14分にC駅を出発し、A駅に向かって一定の速さで進み、
午前８時24分にA駅から4000ｍ離れている地点を通過するから、
グラフは、図の赤のグラフのようになる。
これより、電車Rの式は、（14,7200）と（24,4000）を通る直線だから、

y ＝ －320ｘ＋b となる。
この式に（14,7200）を代入すると、

b ＝ 11680
よって、式は

y = －320ｘ＋11680 ・・・①

また、電車Ｐは、Ｂ駅で３分間停車した後、Ｂ駅からＣ駅まで分速480ｍで進み、
午前８時20分にＣ駅に到着する。
これより、電車ＰのＢ駅を出発してからの式は、傾きが480だから、

y ＝ 480 x ＋b となる。
この式に（20,7200）を代入すると、

b ＝ －2400
よって、式は

y = 480ｘ－ 2400 ・・・②

①、②の直線の交点を求めればよいから、①、②を連立方程式として解くと、
ｘ＝17.6 、ｙ＝ 6048
これは、問題に合う。
よって、すれちがったのは、午前８時17分36秒 ・・・（答）

24

（24,4000）

問題文の条件から、おおま
かなグラフをかき込んで予
想することが大事です！

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】④

（14,7200）

4000

交点の座標を
求めればよい！

（20,7200）

電車Rの
グラフ



【数学⑤】

（３）は、
３年生の
学習内容です。

やや難



次のように解きます。

与えられた線分の長さの比を基に、基準とする線分の長さを文字式でおき、それを

使って比べたい図形の面積を文字式で表していきます。
（３）

（解法）（例）

ポイント

２ ２

図の中に、
３０°６０°９０°
の角がたくさんある
ので、特別な直角三
角形の比を使うとい
いですね。

・・・（答）

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】⑤

30°
6cm

60°

30°

60°

③

②

直径に対する円周角だから、

∠CDA＝90°

問題の条件より、BE//CDだから、

同位角は等しいので、

∠CDA＝∠BQA＝90°

また、問題の条件より、∠EAD＝30°だから、

∠QEA＝60°

よって、△AQEは、30°60°90°の

直角三角形であり、

QE：EA＝１：２だから、QE＝３cm

QE：AQ＝１： ３ だから、AQ＝３ ２ cm

さらに、△ACD∽△APQで、問題の条件より

AP：PC＝３：２だから、AQ：QD＝３：２なので、

QD＝２ ２ cm

また、直径に対する円周角だから、∠CEA＝90°で、

∠QEA＝60°だから、∠REQ＝30°

よって、EQ：QR＝ ３：１なので、QE＝３cmより、

QR＝RD＝ ３ cm

△CDRも、30°60°90°の直角三角形で、

CD：DR ＝ ３ ：１だから、CD＝３cm

三平方の定理より、

AC ＝CD  ＋ DA   だから、

AC ＝ ３ ＋（５ ２ ）

AC   ＝ 84

AC＞０より、AC＝２ 21  cm

60°

30°

、 、

、 、

２

２ ２２

２

、 、

円Ｏの直径以外にも
分かる線分の長さが
ないか考えてみま
しょう。



【数学⑥】

やや難

（２）、（３）
とも、３年生の
学習内容です。



空間図形の中に条件に合うように線分をかきこんで平面図形を見いだしたり、平面図

形どうしの位置関係に着目したりすることが大切です。

次のように解きます。

（２）

ポイント

（解法）（例）

問題の条件より、AP＝１cmなので、

PB＝３cm

ここで、∠ABC＝90°だから、

△PBCは、45°45°90°の直角三角形

PB：PC＝１： ２ だから、

PC＝３ ２ cm

また、点Pと頂点C、点Qを結んでできる

△QPCは、問題の条件より、

PQ＝５cm、PC＝３ 2 cmの

直角三角形だから、三平方の定理を用いると、

PC ＋CQ ＝ PQ   だから、

CQ ＝ ７

CQ＞０より

CQ ＝ ７

これより、三角錐QABCの体積は、

底面の△ABCの面積が６cm だから、

６× ７ × ＝ 2 ７ cm ・・・（答）
１
3

問題の条件から、垂直に交わ
る辺と辺、面と面、辺と面を
見いだすことが大切です。

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】⑥

P

Q

５cm

１cm

３cm
３cm

、 、

２ ２２

２

２

３



空間図形の中に、条件に合うように、点をとったり、線分をかきこんだりして、問題解決

につながる平面図形を見いだしたり、辺の比と面積比の関係などを用いることが大切で

す。

次のように解きます。

（３）

ポイント

（解法）（例）

点Mは、辺DEの中点なので、

EM＝２cmである。また、EF＝３cmで、

点Fと点Mを結んでできる△EFMは、

直角三角形だから、三平方の定理を用いて、

FM ＝ EM ＋EF

FM ＝ ２ ＋３

FM ＝ 13

FM＞０より

FM＝ 13

また、△CFMも直角三角形だから、

CM ＝ CF  ＋FM

CM ＝ ６ ＋（ 13 ）

CM ＝ 49

CM＞０より

CM＝ ７

これより、KC=5cmだから、MK＝２cm

２ ２ ２

・・・（答）

福岡県立高校入試問題にチャレンジ！【数学】⑥

ＫL

６cm

３cm
２cm

２ ２ ２

２

２ ２ ２

２ ２ ２

ここで、△MACの面積をSとすると、

△MAKの面積は、MK：KC＝２：５だから、 S

△LAK の面積は、ML：LA ＝２：５だから、 S × =         S

よって、△LAKの面積は、△MACの面積の 倍

２
７
2
7

5
7

１０
49

10
49

２

具体的な面積を求めなくても、
文字と辺の長さの比を用いて
解決できます。


